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飼料用ゼラチン及びコラーゲンに関する規制の見直し（案） 

１．現状及び課題  

（１）牛や豚の皮及び骨を原料とするゼラチン及びコラーゲン（以下、ゼラチン等）

は、飼料添加物の賦形剤等に利用されてきたが、平成 13年９月の BSE発生を受

け、同年 10月以降、以下のとおり規制している。 

  【現行の規制】 

家畜等を対象とする飼料は、事前の現地調査により、以下の①、②について農林水産

大臣の確認（大臣確認）を受けた、ほ乳動物由来のゼラチン・コラーゲンを含むこと

ができる。 

①  皮を原料として製造する場合は、皮以外のたん白質の製造工程と完全に分離され

ていること 

②  骨（頭蓋骨及び椎骨を除く。）を原料として製造する場合は、次のすべての処理

がされていること 

a 加圧下での洗浄 

b 酸による脱灰 

c 長期のアルカリ処理 

d ろ過 

e 138℃で４秒間の殺菌 

  ⇒ ほ乳動物由来であれば、反すう・非反すう問わず、皮及び骨（頭蓋骨と椎骨

を除く）を原料とするゼラチン等を、全ての家畜用飼料に利用可能   

 

（２）国内外の BSEリスクが大きく低下してきた状況に鑑み、動物用医薬品原料に

ついて、本年７月に、BSE発生国等からの牛の皮及び骨（頭蓋骨及び脊柱を除き、

必要な処理を行ったもの。なお、胸椎横突起、腰椎横突起、仙骨翼及び尾椎は

この脊柱の範囲に含まない）に由来するゼラチン等を利用可能とするとともに、

プリオン病であるシカ慢性消耗性疾患（CWD）の感染性に関する科学的データが

不足していること等を踏まえ、牛及びめん山羊以外の反すう動物由来原料の利

用を不可とするなどの見直しが行われたところであり、飼料用ゼラチン等につ

いてもリスクの程度に応じた見直しが必要である。 

 

（３）現行の規制では、ほ乳動物由来ゼラチン等について動物種を問わず一律の条件

を課している一方、ほ乳動物以外に由来するゼラチン等に関する規定がないため、 

  BSEの発生リスクに直接関係しないと考えられる、 
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・鶏及び魚（魚皮、魚鱗） 

・非反すう動物由来の頭蓋骨及び椎骨（脊柱） 

・牛の脊柱のうち、特定危険部位ではない胸椎横突起、腰椎横突起、仙骨翼、

尾椎（動物用医薬品原料では利用可能） 

を利用不可としている一方、シカを含む全ての反すう動物原料を利用可能とし

ている。 

 

 （４）また、現行の骨由来ゼラチン等の製造基準では、過去のＯＩＥコードの規

定に準じ、酸による脱灰に続き「長期のアルカリ処理」を必要としているが、

酸処理・アルカリ処理のいずれの処理によっても十分な感染価の低減が図られ

ることから、ＯＩＥコードでは、2006年の改正により「酸又はアルカリ処理」

と変更されている。今般の動物用医薬品原料の見直しにおいても、牛の骨由来

ゼラチンについては同様の処理条件とされたところであり、飼料用ゼラチン等

についても検討が必要である。 

    なお、現在、国内で流通している飼料用ゼラチンは、国内製、海外製ともに全て皮（ほとん

どが豚皮、一部牛皮）由来であり、骨由来ゼラチン及び牛以外の反すう動物の皮由来ゼラチン

については、現行の規制では利用可能とされているものの製造・流通実態はない。 

２．今後の対応（案）  

（１）飼料用ゼラチン等に利用可能な原料の見直し 

   上記を踏まえ、家畜の飼料に利用可能なゼラチン等を以下のとおりとする。 

① ほ乳動物（ただし、反すう動物は牛及びめん山羊に限る）の皮、家きん・魚

の部位を原料とするもの、又は、 

② ほ乳動物（ただし、反すう動物は牛及びめん山羊に限る）の骨（牛及びめん

山羊にあっては頭蓋骨及び脊柱を除くことを条件とする。なお、除くべき牛の

脊柱には、背根神経節を含み、胸椎横突起、腰椎横突起、仙骨翼及び尾椎は含

まない。）を原料とし、以下の全ての処理（又はこれと同等以上の処理）がされ

ているもの 

a 加圧下での洗浄 

b 酸による脱灰 

c 酸またはアルカリ処理 

d ろ過 

e 138℃で 4秒間以上の殺菌 

であって、これら以外の動物由来たん白質の製造工程と完全に分離されているこ
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とを農林水産大臣が確認したもの 

 

【見直しのポイント】 

① 新たに家きん、魚に由来するゼラチン等を利用可能とする。 

② 原料として利用可能な反すう動物を「牛及びめん山羊」に限定する。 

③ 非反すう動物の頭蓋骨及び脊柱を利用可能とする。 

④ 利用できない牛の脊柱の範囲から、胸椎横突起、腰椎横突起、仙骨翼及び尾椎

を除く。 

⑤ 骨の処理条件の「長期のアルカリ処理」を「酸またはアルカリ処理」とする。 

⑥ 利用可能な原料以外のたん白質との製造工程と分離していること及びほ乳動

物由来の骨について必要な処理が行われていることを大臣確認。 

 

（２）講じるリスク管理措置 

① ゼラチン等製造事業者に対する大臣確認 

利用可能な原料以外の混入がないこと、及びほ乳動物の骨由来ゼラチン等に

ついては必要な処理がなされていることを、原料供給者との契約書や、製造

工程の図面等の書類の審査及び（原則的に）現地調査により確認（大臣確認）

するとともに、現在も行っている定期的な立入検査で遵守状況を確認。 

② 原料収集先に対する同行調査  

皮由来ゼラチン等の原料の収集先が、飼料用ゼラチン等には利用できない

原料（しか等）を扱っている場合、及びほ乳動物の骨由来ゼラチン等について

は、農政局等による原料収集先に対する同行調査（ゼラチン等製造業者が、原

料供給先に分別管理に関する契約の実施状況を確認に行く際に、農政局等が同

行し、契約の遵守状況等を調査すること）を実施。 

③ 原料収集先の基準 

 原料となる反すう動物（牛、めん山羊）については、通知に定める原料の収

集先の基準に「と畜場において、と畜検査員による生前検査を受け、食用に供

されるためにと畜及び解体が認められたもの」であることを条件に追加。 
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飼料用ゼラチン等に関する規制の見直し（案）

資料６－１

平成２７年８月３１日

農林水産省消費・安全局
畜水産安全管理課

飼料におけるゼラチン利用の実態

 ゼラチンは、主にビタミン剤等の飼料添加物の賦形剤として利用さ
れる

 ゼラチンを賦形剤として利用する飼料添加物は、様々な畜種に利
用されるビタミンＡ製剤、ビタミンＤ３製剤、ビタミンＡＤ３製剤のほ
か、採卵鶏や魚に使用されるカンタキサンチンや、魚に使用される
アスタキサンチン等の色素がある

 ゼラチンは牛や豚の皮や骨から製造されるが、現在、我が国で流
通する飼料用ゼラチン及び飼料添加物に含まれるゼラチンは、輸
入、国内産含め、全て皮由来であり、そのほとんどが豚皮由来
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ゼラチンの製造工程

出典：平成26年5月16日 薬事・食品衛生審議会 食品衛生分科会 伝達性海綿状脳症対策部会資料

 骨は、食肉処理場から集められ、骨処理施設で「粉砕骨」や「オセイン」と呼ばれる中間原料に
加工され、ゼラチン原料として流通

 製造工程における処理（脱脂・脱灰・酸又はアルカリ処理・ろ過・高温殺菌）はBSEの感染性を低
下させるとの報告

飼料用ゼラチン等に関する規制の現状

現状では、BSEの感染リスクに関わらず、全てのほ乳動物由来の皮及び

骨（頭蓋骨及び椎骨を除く）由来の飼料用ゼラチンを、大臣確認（事前の
審査）を受けた上で、牛を含む全ての家畜用飼料に利用可能としている。

原料の由来

ほ乳動物 ほ乳動物
以外(※１)

（家きん・魚）

非反すう動物 反すう動物

（豚など） 牛・めん山羊 その他（シカ等）

皮 ○ ○(※２) ○

×

骨(※３)

頭蓋骨・椎骨(※４) × × ×

その他の骨 ○ ○ ○

(※１) ほ乳動物ではない家きん・魚については規定がないことから利用できない。

(※２) めん山羊の頭部はSRMとして指定されているため、その頭皮も利用できない。

(※３) 骨由来ゼラチンについては、a～eの処理条件を設定している。
a  加圧洗浄、 b  酸による脱灰、 c  アルカリ処理、 d  ろ過、 e 138℃で４秒間の殺菌

(※４) 椎骨の範囲には尾椎を含む。

現 行
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（独）農林水産消費安全

技術センター（FAMIC）

食肉
処理
施設

飼料添加物
製造工場

①確認申請

農 林 水 産 省

③立入調査

②検査指示 ④結果報告

⑤ＦＡＭＩＣの立入調査結果
を受け、確認書を発行
（FAMICのホームページ上
で公表）

ゼラチン等製造業者

原皮関連
事業者

骨処理
施設

現行の飼料用ゼラチン等のリスク管理（大臣確認）

製造開始前の立入調査により、皮以外のた
ん白質の製造工程と分離していること、及び
骨について必要な処理を実施していることを
大臣確認

ほ乳動物の皮

ほ乳動物の骨

オセイン（中間原料）

ゼラチン等

骨由来ゼラチンについては、
必要な処理（加圧洗浄、脱
灰、長期のアルカリ処理、ろ
過、加熱殺菌）を実施

5

見直しの背景（動物用医薬品原料の見直し）

国内外のＢＳＥリスクが大きく低下してきた状況を鑑み、本年７月に動
物用生物由来原料基準の一部が改正され、反すう動物に由来する原
料に関しては以下の見直しを実施

① 原産国のＢＳＥステータスに関わらず、牛の皮と骨（頭蓋骨及び
脊柱を除き、必要な処理を行ったもの。なお、胸椎横突起、腰椎横
突起、仙骨翼及び尾椎はこの脊柱の範囲に含まない）に由来する
ゼラチンを利用可能とした

② 骨由来ゼラチンの処理条件の「長期のアルカリ処理」を「酸又は
アルカリ処理」に変更

③ 動物用医薬品原料として利用可能な反すう動物を牛、めん羊、
山羊に限定（シカ等のその他の反すう動物については利用実態が
ないことに加え、プリオン病であるシカ慢性消耗性疾患（ＣＷＤ）の
感染性に関する科学的データが不足していること等が理由）
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現行の規制の主な課題

現行の規制では、飼料用ゼラチンの原料及び製造基準について、

１ ＢＳＥの発生リスクに直接影響しないと考えられる
① 非反すう動物由来の頭蓋骨及び椎骨（脊柱）
② 牛の脊柱のうち、ＳＲＭとされていない胸椎横突起・腰椎横突

起・仙骨翼・尾椎
③ 家きんや魚皮（鱗）

の利用を禁止している一方、原料として利用可能な動物種として、
シカを含む全ての反すう動物を認めている。

２ また、骨由来ゼラチンの処理条件がＯＩＥコードや動物用医薬品原
料における基準と異なる

⇒ リスクの程度に応じた規制の見直しが必要

7

原料の由来 動物用医薬品 飼料（現行）

ほ乳動物以外
（家きん、魚皮等）

利用可能（規制なし） ほ乳動物以外は利用不可

非反すう動
物由来

皮 利用可能（規制なし） 利用可能（規制なし）

骨 利用可能（規制なし）

・頭蓋骨・脊柱は利用不可

・加圧下での洗浄（脱脂）、酸による脱灰、長期の
アルカリ処理、ろ過、１３８℃４秒間の加熱殺菌

反すう動物
由来

皮
全ての反すう動物が利用可能

骨

・頭蓋骨・脊柱（胸椎横突起、腰椎横
突起、仙骨翼、尾椎を除く）は使用
不可

・脱脂、酸による脱灰、酸又はアル
カリ処理、ろ過、１３８℃以上４秒間
以上の加熱処理、又はこれと同等
の処理

・全ての反すう動物が利用可能

・頭蓋骨・脊柱（尾椎を含む）は利用不可

・加圧下での洗浄（脱脂）、酸による脱灰、長期の
アルカリ処理、ろ過、１３８℃４秒間の加熱殺菌

ゼラチン等の用途別の規制の比較

動物用医薬品原料に使用可能な反す
う動物は、牛及びめん山羊に限定。

ただし、ゼラチンについては、製造実
態として牛由来原料しか使用されな
いことから、牛に限定。
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骨由来ゼラチンに関するＯＩＥコードの規定

2006年改正前(Article 2.3.13.14) 現行(Article 11.4.15)

無視できるリ
スク国等

規制なし 規制なし

管理されたリ
スク国等

と畜検査に合格した牛の
a 頭蓋骨及び椎骨（尾骨を除く）の除去
ｂ 骨が以下の全ての処理をされて

いること
i 脱脂
ii  酸による脱灰
iii  長期間のアルカリ処理
iv  １３８℃以上４秒間以上の煮沸消毒

または、感染性を低下させる観点から同
等かそれ以上の措置

と畜検査に合格した牛の
a 頭蓋骨及び30か月齢以上の脊柱の除去
ｂ 骨が以下の全ての処理をされて

いること
i 脱脂
ii  酸による脱灰
iii  酸又はアルカリ処理
iv  １３８℃以上４秒間以上の煮沸消毒

または、感染性を低下させる観点から同等か
それ以上の措置（高圧熱処理等）

不明なリスク
国等

基準なし

現行の飼料規制は、ほぼ改正前
のコードに準拠。

・頭蓋骨及び椎骨の除去
・加圧下での洗浄（脱脂）
・酸による脱灰
・長期間のアルカリ処理
・１３８℃４秒間の殺菌

9

飼料用ゼラチン等に関する規制の見直し案

BSE感染リスク等を考慮して、原料として利用可能な動物種や部位及びほ
乳動物の骨由来ゼラチンの処理条件を見直す。

(※１) めん山羊の頭部はＳＲＭとして指定されているため、その頭皮も利用できない。

(※２) ２ ほ乳動物の骨由来ゼラチンについては、a～eの処理条件（又は同等以上の処理）を設定。

a  加圧洗浄（脱脂）、 b  酸による脱灰、 c  酸又はアルカリ処理、 d  ろ過、 e  138℃4秒以上の殺菌
(※ ３) 利用できない脊柱の範囲から牛の胸椎横突起、腰椎横突起、仙骨翼及び尾椎を除く

見 直 し 案

原料の由来

ほ乳動物
ほ乳動物

以外
（家きん・魚）

非反すう動物 反すう動物

（豚など） 牛・めん山羊 その他（シカ等）

皮 ○ ○(※１) ○→×

×→○

骨(※２)

頭蓋骨・脊柱 ×→○ ×(※３) ×

その他の骨 ○ ○ ○→×
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FAMIC

飼料添加物
製造工場

①確認申請

農 林 水 産 省

③ 審査
（書類審査及び
必要に応じて立
入調査）

ゼラチン等製造業者

見直し後のリスク管理措置①（ほ乳動物の骨以外を原料とする場合）

皮由来ゼラチン及び家きん・魚由来ゼラチンにつ
いては、書類審査（必要に応じて立入調査）で、利
用可能な原料以外の動物由来たん白質（シカの皮
等）との分別の状況を大臣確認。また、必要に応じ
て原料収集先に対する同行調査を実施。

と畜場

食鳥処理
施設

水産加工
施設

事 者
原皮関連
事業者

獣肉処理
施設

家きん由来
原料

魚皮・魚鱗

牛・豚・めん山羊の皮

シカの皮

原料皮を確実
に分別管理

牛・豚・めん山羊の皮

必要に応じて同行調査

（製造業者による確認
に同行）

分別状況を確認

④結果報告

ゼラチン等

②検査指示

⑤ＦＡＭＩＣの立入
調査結果を受け、
確認書を発行
（FAMICのホーム
ページ上で公表）
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シカの皮

分別契約

農政局及び地域センター

FAMIC

飼料添加物
製造工場

①確認申請

農 林 水 産 省

③立入調査

②検査指示 ④結果報告

ゼラチン等製造業者

農政局及び地域センター

⑤ＦＡＭＩＣの立入調査結
果を受け、確認書を発行
（FAMICのホームページ
上で公表）

見直し後のリスク管理措置②（ほ乳動物の骨を原料とする場合）

分別状況を確認

ほ乳動物由来の骨由来ゼラチンについては、立入
調査により、利用可能な原料以外の動物由来たん
白質（反すう動物の椎骨等）との分別の状況及び必
要な処理が実施されていることを大臣確認。また、
同行調査を実施。

必要な処理（加圧洗浄、脱
灰、酸又はアルカリ処理、ろ
過、加熱殺菌）を実施

原料骨・オセイン（中間原料）

同行調査

（製造業者による確認
に同行）

食肉
処理施設

骨処理
施設

分別契約

ゼラチン等

原料骨及び中間原料
に、反すう動物の脊柱
等が混入しないよう確
実に分別管理

12



資料６-２

「飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令」の抜粋

（昭和５１年７月２４日農林省令第３５号）

第１条 飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法律（以下「法」という ） 第。

３条第１項に規定する飼料の成分規格並びに製造等の方法及び表示の基準について

は、別表第１に定めるところによる。

別表第１（第１条関係）

１ ［略］

２ 動物由来たん白質（ほ乳動物、家きん又は魚介類を原料として製造されたたん白

質をいう。以下同じ ）又は動物由来たん白質を原料とする飼料の成分規格及び。

製造の方法等の基準

(1) 動物由来たん白質又は動物由来たん白質を原料とする飼料の成分規格

ア 家畜等を対象とする飼料は、動物由来たん白質(ほ乳動物由来たん白質(ほ乳

動物に由来するたん白質をいい、乳及び乳製品並びに次の(ア)又は(イ)のいず

れかに該当することについて農林水産大臣の確認を受けたゼラチン及びコラー

ゲンを除く。以下同じ。)、家きん由来たん白質(家きんに由来するたん白質を

いい、卵及び卵製品を除く。以下同じ。)又は魚介類由来たん白質(魚介類に由

。 。 。 。 。来するたん白質をいう 以下同じ )をいう 以下同じ )を含んではならない

(ア) 皮に由来するものであつて、皮以外に由来するたん白質の製造工程と完

全に分離された工程において製造されたものであること。

(イ) 骨(頭蓋骨及び椎骨を除く。)に由来するものであつて、次の工程の全て

を経て処理されたものであること。

a 加圧下での洗浄

b 酸による脱灰

c 長期のアルカリ処理

d ろ過

e 138℃で4秒間の殺菌処理

、 、イ 次の表の第１欄に掲げる家畜等を対象とする飼料は アの規定にかかわらず

それぞれ同表の第２欄に掲げる動物由来たん白質を含むことができる。



第１欄 第２欄

豚、鶏又 (ア) 豚若しくは馬に由来する血粉又は血しようたん白であつ

はうずら て、これら以外のたん白質の製造工程と完全に分離された工

程において製造されたことについて農林水産大臣の確認を受

けたもの(以下「確認済豚血粉等」という。)

(イ) 豚に由来する肉骨粉、加水分解たん白又は蒸製骨粉であ

つて、これら以外のたん白質の製造工程と完全に分離された

工程において製造されたことについて農林水産大臣の確認を

受けたもの(以下「確認済豚肉骨粉等」という。)

(ウ) 豚及び家きんに由来する原料を製造工程の原料投入口で

混合して製造された肉骨粉、加水分解たん白、蒸製骨粉、血

粉又は血しようたん白であつて、豚及び家きん以外の動物に

由来するたん白質の製造工程と完全に分離された工程におい

て製造されたことについて農林水産大臣の確認を受けたもの

(以下「確認済原料混合肉骨粉等」という。)

(エ) 家きん由来たん白質のうち、チキンミール、フェザーミ

ール、血粉又は血しようたん白であつて、これら以外のたん

白質の製造工程と完全に分離された工程において製造された

ことについて農林水産大臣の確認を受けたもの(以下「確認

済チキンミール等」という。)

(オ) 家きん由来たん白質のうち、加水分解たん白又は蒸製骨

粉であつて、これら以外のたん白質の製造工程と完全に分離

された工程において製造されたことについて農林水産大臣の

確認を受けたもの(以下「確認済家きん加水分解たん白等」

という。)

(カ) 魚介類由来たん白質であつて、ほ乳動物由来たん白質及

び家きん由来たん白質の製造工程と完全に分離された工程に

おいて製造されたことについて農林水産大臣の確認を受けた

もの(以下「確認済魚介類由来たん白質」という。)

(キ) 食品廃棄物等(食品循環資源の再生利用等の促進に関する

法律(平成12年法律第116号)第2条第2項に規定する食品廃棄

物等をいう。養殖水産動物の項において同じ。)に含まれる

動物由来たん白質であつて、農林水産大臣が指定するもの



養殖水産 (ア) 確認済豚血粉等

動物 (イ) 確認済豚肉骨粉等

(ウ) 確認済原料混合肉骨粉等

(エ) 確認済チキンミール等

(オ) 確認済家きん加水分解たん白等

(カ) 確認済魚介類由来たん白質

(キ) 牛、豚、馬若しくは家きんに由来する血粉又は血しよう

たん白(月齢が30月を超える牛(出生の年月日から起算して30

月を経過した日の翌日以後のものをいう。)の脊柱(背根神経

節を含み、頸(けい)椎横突起、胸椎横突起、腰椎横突起、頸

椎棘(きよく)突起、胸椎棘突起、腰椎棘突起、仙骨翼、正中

仙骨稜(りよう)及び尾椎を除く 以下同じ )及びと畜場法(昭。 。

和28年法律第114号)第14条第1項から第3項までの検査を経て

いない牛の部位(以下「牛の脊柱等」という。)が混入してい

ないものに限る。)であつて、これら以外のたん白質の製造

工程と完全に分離された工程において製造されたことについ

「 」て農林水産大臣の確認を受けたもの(以下 確認済牛血粉等

という。)

(ク) 牛、豚若しくは家きんに由来する肉骨粉、加水分解たん

白又は蒸製骨粉(牛の脊柱等が混入していないものに限る。)

であつて、これら以外のたん白質の製造工程と完全に分離さ

れた工程において製造されたことについて農林水産大臣の確

認を受けたもの(以下「確認済牛肉骨粉等」という。)

(ケ) 食品廃棄物等に含まれる動物由来たん白質であつて、農

林水産大臣が指定するもの

蜜蜂 (ア) 確認済豚血粉等

(イ) 確認済チキンミール等

(ウ) 確認済魚介類由来たん白質

(2) 動物由来たん白質又は動物由来たん白質を原料とする飼料の製造の方法の基準

ア 動物由来たん白質は、(1)のイの表の第１欄に掲げる家畜等を対象として、

それぞれ同表の第2欄に掲げる動物由来たん白質が含まれる飼料を用いる場合



を除き 家畜等を対象とする飼料(飼料を製造するための原料又は材料を含む )、 。

に用いてはならない。

イ 牛等を対象とする飼料(飼料を製造するための原料又は材料を含む。)は、動

物由来たん白質を含む飼料(飼料を製造するための原料又は材料を含む。)の製

造工程と完全に分離された工程において製造されなければならない。

ウ 確認済牛血粉等又は確認済牛肉骨粉等を含む養殖水産動物を対象とする飼料

は、確認済牛血粉等及び確認済牛肉骨粉等を含まない飼料の製造工程と分離し

ていることについて農林水産大臣の確認を受けた工程において製造されなけれ

ばならない。

(3) 動物由来たん白質又は動物由来たん白質を原料とする飼料の使用の方法の基準

動物由来たん白質を含む飼料は、(1)のイの表の第１欄に掲げる家畜等を対象

として、それぞれ同表の第2欄に掲げる動物由来たん白質が含まれる飼料を使用

する場合を除き、家畜等に対し使用してはならない。

(4) 動物由来たん白質又は動物由来たん白質を原料とする飼料の保存の方法の基準

動物由来たん白質を含む飼料は、(1)のイの表の第１欄に掲げる家畜等を対象

として、それぞれ同表の第2欄に掲げる動物由来たん白質が含まれる飼料を保存

する場合を除き、家畜等を対象とする飼料(飼料を製造するための原料又は材料

を含む。)に混入しないように保存しなければならない。

(5) 動物由来たん白質又は動物由来たん白質を原料とする飼料の表示の基準

ア 確認済豚血粉等、確認済豚肉骨粉等、確認済チキンミール等、確認済家きん

加水分解たん白等、確認済魚介類由来たん白質、確認済原料混合肉骨粉等、確

認済牛血粉等若しくは確認済牛肉骨粉等又はこれらを原料とする飼料には、次

に掲げる事項を表示しなければならない。

(ア) 飼料の名称

(イ) 製造(輸入)年月

(ウ) 製造(輸入)業者の氏名又は名称及び住所

(エ) 製造事業場の名称及び所在地(輸入に係るものにあつては、輸入先国名)

イ 確認済豚血粉等、確認済豚肉骨粉等、確認済チキンミール等、確認済家きん

加水分解たん白等、確認済魚介類由来たん白質若しくは確認済原料混合肉骨粉

等又はこれらを原料とする飼料(確認済牛血粉等又は確認済牛肉骨粉等を含む

飼料を除く。)には、次の文字を表示しなければならない。

使用上及び保存上の注意

1 この飼料は、牛、めん羊、山羊及びしかには使用しないこと(牛、めん

羊、山羊又はしかに使用した場合は処罰の対象となるので注意するこ



と。)。

2 この飼料は、牛、めん羊、山羊及びしかを対象とする飼料(飼料を製造

するための原料又は材料を含む。)に混入しないよう保存すること。

ウ 確認済牛血粉等、確認済牛肉骨粉等又は(2)のウの確認を受けた工程で製造

された養殖水産動物を対象とする飼料には、次の文字を表示しなければならな

い。

使用上及び保存上の注意

1 この飼料は、牛、めん羊、山羊、しか、豚、鶏及びうずらには使用しな

いこと(牛、めん羊、山羊、しか、豚、鶏又はうずらに使用した場合は処

罰の対象となるので注意すること。)。

2 この飼料は、牛、めん羊、山羊、しか、豚、鶏及びうずらを対象とする

飼料(飼料を製造するための原料又は材料を含む。)に混入しないよう保

存すること。

３～５ ［略］
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